
 
 
 

 

   

  

  

 

 

 

 
 
 

 
 

第 3122回例会報告書 
2022（令和4）年8月19日 

司会        副SAA・山田善紀会員 

Ｒ.song        それでこそロータリー 

ソング･リーダー   中井美和会員 

 

 

卓話講師：2014-15年度 第2650地区ガバナー、 

華厳宗 大本山 東大寺 長老 

北河原公敬氏（奈良大宮RC） 

【奈良RC】 

IM実行特別委員会 委員長 北野利裕氏 

IM実行特別委員会 事務局長 朝廣佳子氏 

IM実行特別委員会 委員 足達保樹氏 

 

 

 

 

 

 

 

◎自祝金        ････････････北河原公敬様 

◎10月 15日に実行致します第 5組 IMのPRに参り

ました。多数のご参加をお待ちしております。 

････････････奈良RC IM実行特別委員会 

◎北河原パストガバナー、橿原へようこそ！卓話よろ

しくお願い致します。奈良RCから IMのPR、よう

こそ！        ････････････平田博也会員 

◎甘橿会ゴルフコンペで優勝しましたので。 

････････････中井美和会員 

◎甘橿会ゴルフコンペで準優勝しましたので。 

････････････西野光泰会員 

◎昨日の甘橿会ゴルフコンペで 3位になりました。あ

りがとうございます。 ････････････米田常彦会員 

◎誕生日お祝い 

永田晶三会員（8/4） 仲谷 登会員（8/26）  

中井美和会員（8/16） 宇田麻衣子会員（8/23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎結婚記念日お祝い 

 鵜山 学会員（8/12） 

◎入会お祝い 

米田常彦会員（19年） 中井美和会員（1年） 

 

 

 

○本日は当クラブに4名の方にお越し頂き、ありがと

うございます。コロナ禍の中、ビジターとしてお越

し頂く方があまりおらず、正直に申しますと当クラ

ブの出席率もあまり上がらない中、賑やかな雰囲気

となり、大変うれしく思います。 

  本日は北河原パストガバナーからロータリーのお

話を聞かせて頂けるということで大変楽しみにし

ています。私も会長となるにあたり、いろいろと調

べると、会長挨拶はロータリーの話をせよと書かれ

ていたのですが、今のところネタがありませんので、

北河原パストガバナーからいろいろとご教示頂け

ればと思っています。 

  そして10月15日（土）に開催される IMのホス

トクラブである奈良RCの IM実行特別委員会の皆

様に IM のPR にお越し頂きました。どのような内

容で開催されるのか、こちらも楽しみにしています。 

  昨日、甘橿会ゴルフコンペが瀬田ゴルフコースで

開催されました。行きの道中は雨が降り、少し憂鬱

な気分でしたが、ゴルフ場に着くと晴天になって全

く雨が降らず、それほど暑くもなく涼しい風が吹く

中、プレーできました。スコアは散々でしたが、そ

の後の懇親会では近江牛を堪能させて頂き、帰りの

車中ではお腹もいっぱいでぐっすり寝て、こちらに

帰ってきました。お陰様で楽しい一日を過ごすこと

ができました。 

  もうしばらくは暑い日が続くようですので、コロ

ナにもお気を付け頂きながら、できるだけ例会にご

出席頂き、クラブを盛り上げて頂ければと思います。

本日もよろしくお願い致します。 

ＫＡＳＨ ＩＨＡＲＡ 
ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ ＷＥＥＫＬＹ 

 
ＤＩＳＴＲＩＣＴ ２６５０ 

事務局（例会場） 
橿原市久米町 652-2 THE KASHIHARA 4F 

TEL/0744-28-2801（直通） 
FAX/0744-28-2802 
E-mail/krc@jeans.ocn.ne.jp 

TEL/0744-28-6636(ホテル) 

例会日 
金 曜 日 
12 時 30 分～13時 30 分 
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四つのテスト ①真実かどうか ②みんなに公平か ③好意と友情を深めるか ④みんなのためになるかどうか 

ニ コ ニ コ 箱 

出 席 報 告 

会 長 挨 拶 

会員54名 
(8/19)     出席者41名  出席率78.84％ 
(8/5補正)    〃  34名    〃 71.42％ 
 

８月は、「会員増強及び新クラブ結成推進月間」  
（Membership ＆ New Club Development Month）です。 
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【奈良RCより、IMのPR】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・IM実行特別委員会 委員長 北野利裕氏 

 例会の貴重なお時間を頂き、ありがとうございます。

10月15日（土）ホテル日航奈良にて開催致します IM

のPRに参りました。テーマは「ウィズコロナ・アフ

ターコロナの中でのロータリー活動を考える」、詳細は

後ほど事務局長の朝廣会員からご説明させて頂きます。

IM や懇親会の内容について、面白い IM にしようと

現在当クラブ会員でいろいろと考えていますので、皆

様には楽しみにして頂きたいと思います。厚かましい

お願いではございますが、できれば全員登録でお願い

致します。 

 

・IM実行特別委員会 事務局長 朝廣佳子氏 

 今年度の IM のテーマは「ウィズコロナ・アフター

コロナの中でのロータリー活動を考える」です。コロ

ナが終息に向かっても社会状況はコロナ以前にはなか

なか戻らないだろうと言われています。そのような中

で、我々がどのようなビジネス活動をしていけばよい

のか、日本が今後どうなっていくのか、またどのよう

にロータリー活動を進めていけばよいのか等々を講師

の先生のお話からいろいろと考えていきたいと思って

います。基調講演には、経済ジャーナリストで「ビー

トたけしのTVタックル」「そこまで言って委員会NP」

などのテレビ番組でおなじみの須田慎一郎氏にお越し

頂きます。少し強面ですが、歯に衣着せぬ発言で特に

関西では人気がある方です。ご本人からも「ロータリ

ークラブの講演だったら是非とも伺いたい」と快諾し

て頂きましたので、是非皆様には楽しみにして頂きた

いと思います。基調講演の後は、前年度に行った奈良

県下 14 クラブでの社会奉仕事業の発表をさせて頂き

ます。この際に、各クラブの直前会長の皆様にご登壇

頂きますのでよろしくお願い致します。閉会式典の後

は懇親会を開催致します。PR に参らせて頂いたのは

本日の橿原 RC 様で 10 クラブ目になりますが、各ク

ラブを訪問するたびに、実行委員長が面白いとハード

ルを上げるもので、懇親会担当の足達会員は非常にプ

レッシャーを感じていると思います。どこまで面白く

なるか分かりませんが、精一杯皆様をおもてなしさせ

て頂きますので、一人でも多くの方のご参加をお待ち

しています。本日はありがとうございました。 

 

 

△次週 8 月 26 日（金）は橿原での夜間例会です。当

初、大阪での納涼例会を予定していましたが、昨今

のコロナ感染状況により、橿原での開催に変更させ

て頂きます。時間は 18 時開会、場所は THE 

KASHIHARA ２階「八重」の間となりますのでよ

ろしくお願い致します。 

△地区より「ロータリー希望の風」奨学金のレポート

「風の便り」が、飛鳥・橿原ユネスコ協会より公開

講座のご案内が届いています。掲示板に貼り出して

いますのでご覧下さい。 

△以前、各委員長の皆様へ委員会を開催して頂きたく、

第 1 回目の委員会開催をご予定頂いていましたが、

コロナ感染状況等により 7月・8 月に委員会が開催

できなかった、平田会長がお伺いできなかった等の

関係で、まだ委員会を開催されていない委員会があ

るかと思います。平田会長と私 尾上でお伺いさせ

て頂きますので、是非、第1回目の委員会を開催し

て頂きますようよろしくお願い致します。日程、場

所等がお決まりになられましたら事務局までご連

絡をお願い致します。 

  なお、本日、委員長がご欠席されている委員会に

つきましては、ご出席されている委員会メンバーの

方から委員長にお伝え頂きますようよろしくお願

い致します。 

△例会変更ほか（詳細は掲示板にて。） 

・やまとまほろばRC 

 ①9月8日（木）3クラブ（あすかRC・橿原RC・

やまとまほろば RC）合同ガバナー公式訪問のた

め、変更→12:30～於：THE KASHIHARA 

②9月15日(木)場所変更→於：あるぼーる小ホール 

 ③9月22日（木）休会 

※いずれもビジター受付なし。 

・奈良西RC 

①9月8日（木）・9月22日（木）休会 

②9月15日（木）家族移動例会のため、場所変更 

（神戸方面） 

③10月13日（木）休会（IM振替） 

※いずれもビジター受付なし。 

 

 

 

○親睦活動委員会：安永吉伸副委員長 

・8月26日（金）夜間例会について 

  先ほど尾上幹事からもお話し頂きました通り、大

阪での納涼例会から、橿原での夜間例会に変更させ

て頂きます。この例会ではウクライナ支援が一つの

テーマとなっています。ウクライナ大使館を訪問し、

その際の取材の様子を例会でご報告させて頂きま

す。皆様のご出席をよろしくお願い致します。 
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○甘橿会：仲谷 登会員 

・第325回甘橿会ゴルフコンペ結果報告 

（8月18日（木）於：瀬田ゴルフコース北コース） 

 優 勝  中井美和会員 

 準優勝  西野光泰会員 

 第3位  米田常彦会員 

おめでとうございます。優勝者には会長からプレ

ゼントをお渡し頂き、一言ご挨拶を頂きます。 

【中井美和会員よりご挨拶】 

  昨日の素晴らしいお天気とメンバーに恵まれ、優

勝させて頂きました。ありがとうございました。 

 

・次回第326回甘橿会ゴルフコンペのご案内 

 日時：9月16日（金） 

 場所：秋津原ゴルフクラブ 

  多数のご参加をよろしくお願い致します。 

 

 

 

担当：プログラム委員会 

講師：2014-15年度 第2650地区ガバナー、 

華厳宗 大本山 東大寺 長老 

北河原公敬氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「私とロータリー」 

 

今日は「私とロータリー」というタイトルでお話を

させていただくのですが、私はロータリーというのは

「心配り」だと思っております。我々はロータリアン

として、色々な奉仕プログラムで活動をしております。

その活動をするにあたって、ただ活動するのではなく、

他者に対して「心配り」を大切にしていないと駄目だ

ということなのです。 

私は仏教に身を置いていますので、どうしてもそう

いう話になってしまうのですけれども、心配りとは、

他者に対して想いを馳せる、思いを致すということで

す。我々からすれば、それは菩薩の心で活動すること

だと、私は理解しております。仏教に関係のない方は

「何故か」と思われるかもしれませんが、千パストガ

バナーがよく奉仕のことを布施行（ふせぎょう）と言

われています。尾賀ガバナーはスローガンとは別に、

地区の運営方針を挙げられていますが、その中にも奉

仕として「布施」と言われています。どちらもこの菩

薩行に、あるいは菩薩の道、菩薩の心に通じる言葉で

奉仕活動を表現しておられます。 

特に千パストガバナーの場合は、「無財の七施」とい

って、財がなくてもできる七つの施しというお話をよ

くされます。財がなくてもできる施しというと、何か

上から目線、何かしてやってるぞと、受け取られかね

ないのですが、そうではなく、奉仕をさせていただく

という捉え方をロータリーではいたします。  

「無財の七施」とは、財がなくてもできる施し、す

なわち眼施、和顔施、言辞施、身施、心施、床座施、

房舎施の七つをいいます。 

その一つは、①「眼施（がんせ）」です。人と接する

ときに、相手に対して優しい眼差し、例えば、相手を

睨みつけて話したら相手だって睨み返してきます。だ

けど相手に対して思いを致して優しい眼差しで接すれ

ば、相手も優しく接してくるという施しを「眼施」と

いいます。 

②「和顔施（わがんせ）」とは、にこやかに人々と接

する、優しい笑顔で人と接する、そうすれば相手も笑

顔で接してくれるということです。 

③「言辞施（ごんじせ）」とは、正しい言葉で優しい

言葉遣い、優しい言葉がけの施しだと言われています。 

④「身施（しんせ）」とは、自分の身体で奉仕するこ

とを言います。 

⑤「心施（しんせ）」 とは、正しい行い、正しい心

を持ってすること。 

⑥「床座施（しょうざせ）」とは、席を譲るというこ

とです。電車でも席を譲ること、誰でもできます。  

⑦「房舎施（ぼうしゃせ）」とは、例えばちょっと疲

れている人がいたら、「ちょっと休んでいきませんか、

よかったら上がりませんか」という施し。 

これらは財がなくてもできます。心がけ次第なので

す。そういう心を持っていなかったらできないのです。

簡単なことなのだけど、心がけがなかったらできない

ことです。 

布施の「布」という字は「広い」という意味もある

のです。例えば「流布」するという言葉は、広がると

いう意味にも使われます。布施というのは、自分が関

係している、自分が知っている縁のある人に対しての

施しだけではないのです。自分とは縁のない人に対し

ても手を差し伸べる。それが布施なんです。  

ロータリーはまさにそうなのです。ロータリーに関

係ある人だけではなく、必要としている人に は手を差

し伸べることが大切なのです。千さんは、そのときに

は真摯な態度、真摯な心でしないといかんと言われて

います。いつも謙虚な気持ち、謙虚な態度で相手と接

し、相手に手を差し伸べる、或いは施していかなくち

ゃいけないというのです。してあげているとか、義務

でしているというのではなく、真摯な態度、謙虚な態

度ですれば、相手にも通じるのです。縁のない人にも

施しをする。それを「無縁の布施」と私達は言ってい

ます。そうしたら、この布施、施しとは、どこから出

てくるか。それは慈悲の心、菩薩の心なのです。大い
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なる慈しみ慈悲の心から、無縁の布施が出てくるので

す。  

そしてもう一つ大切なことは、正しい施しや手を差

し伸べることには、決して対価は求めないことです。

ロータリーもそういうことを期待して奉仕しているわ

けではありません。全て相手に対して、対価を求めず

に、施しをする。それがロータリーです。私達は菩薩

の心、或いは菩薩の道に、これが当てはまると申して

おりますけれども、菩薩はどういうものなのでしょう

か。 

菩薩とは、慈悲心を持って人のために働く。ロータ

リーとはまさに菩薩道、菩薩の心を実践していると思

っています。そして他者に対して思いを致し慮る。或

いは心配りをする。そういうことが必要でしょう。も

う一つ言えば、他者に対して愛の気持ちを持って施し

をする。そういうことを奉仕として実践をしていけば、

素晴らしいロータリー活動になるのではないかと思い

ます。どんな奉仕であろうが、他者に対しての心配り

を決して忘れずに、相手に思い致すことが大切だろう

と。 

そして謙虚な姿勢、私はガバナーの時に、「謙虚・誠

実・精励」というのを、自分のスローガンとして謳い

ましたが、まさに謙虚な態度で誠実に奉仕をさせてい

ただくということだと思うのです。 

奉仕でもう一つ大切なのは、必要としている相手に

対してするものであって、押し付けるものではないと

いうことです。相手が必要としている。相手に役に立

つ場合に手を差し伸べていくことが大切なのです。相

手に有難迷惑だと思われないように、相手が必要とし

ていることは何かということを理解して、相手に心配

りをする、慮るということが必要なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例会ご案内】 
９月２日（金）≪第１例会≫ 

「健診の大切さ、認知症検査幹細胞治療による 

認知症治療」 

グランソール奈良 前田尚宏氏 

担当：青少年奉仕委員会 吉川弘晃委員長 

 

９月８日（木）≪第２例会≫ 

ガバナー公式訪問合同例会 

（あすかRC・やまとまほろばRCと合同） 

ホスト：あすかRC 

 

９月１６日（金） 

休会 

 

９月２３日（金・祝） 

休会 

 

９月３０日（金）≪第３例会≫ 

RAC・IAC合同夜間例会 

（於：橿原神宮 養正殿） 

担当：RA・IA委員会 

 

【同好会】 
書道同好会 

１０月７日（金）・２８日（金） 

※９月のお稽古は無し 

午後２時～ 於：４階 楓の間 

 

【RAC例会】 
〔橿原オークホテルにて、午後7時30分～9時〕 

９月７日（水）≪第１例会≫ 

国際奉仕① 

 

９月３０日（金）≪第２例会≫ 

RC・RAC・IAC合同例会 
 

 
※卓話資料はデータでの提出をお願い致します。 
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